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今
年
の
干
支
は
、
戊
戌
（
ぼ
じ
ゅ
つ

つ
ち
の
え

い
ぬ
）、
占
い
に
よ
れ
ば
大
繁
栄
か
、
滅
亡
か
、

い
ず
れ
に
し
て
も
極
端
な
結
果
に
な
る
年
と
さ

れ
ま
す
。
犬
は
縄
文
早
期
か
ら
飼
わ
れ
て
い
て
、

日
本
で
は
既
に
絶
滅
し
た
オ
オ
カ
ミ
（
大
神
）
の

亜
種
と
さ
れ
ま
す
。
人
間
と
関
わ
り
が
長
か
っ

た
た
め
い
ろ
い
ろ
な
諺
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

「
犬
も
歩
け
ば
棒
に
当
た
る
」「
犬
は
三
日
の
恩

を
三
年
忘
れ
ず
」「
狡
兎
死
し
て
良
狗
烹
（
に
）

ら
る
」「
羊
頭
を
懸
げ
て
狗
肉
を
売
る
」
な
ど
。

今
年
の
主
な
出
来
事
は
、
１
月
３
１
日
・
日
本
全

国
で
皆
既
月
食
、
２
月
９
日
～
２
５
日
・
韓
国
平

昌
で
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
１
５
競
技
か
ら
１

０
２
種
目
を
実
施
、
４
月
８
日
・
京
都
府
知
事
選
、

６
月
５
日
・
ロ
バ
ー
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
暗
殺
事
件
か

ら
５
０
年
、
７
月
・
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
創
刊
か

ら
５
０
年
、
１
０
月
２
３
日
・
明
治
維
新
１
５
０

年
、
１
２
月
１
日
・
Ｂ
Ｓ

Ｃ
Ｓ
放
送
で
４
Ｋ

８

Ｋ
実
用
放
送
開
始
、
１
２
月
２
３
日
・
東
京
タ
ワ

ー
開
業
６
０
年

な
ど
で
す
。

４
月
１
４
日
（
土
）
は
、
第
３
３
回
高
台
自
治

会
総
会
で
す
。
今
そ
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。↗

❖

１
２
月
１
５
日
さ
く
ら
会
館
で
「
高
台
通

り
街
路
樹
更
新
と
歩
道
改
良
工
事
」
の
説

明
会
が
あ
り
ま
し
た
。
長
岡
京
市
道
路
河

川
課
か
ら
、
参
加
し
た
自
治
会
の
皆
さ
ん

（
１
９
名
）
に
、
資
料
に
そ
っ
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
当
日
の
資
料
は
、
集
会
所
に
置
い
て

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
お
持
ち
帰
り
く

だ
さ
い
。

▼
〈
次
期
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
選
出
〉
現
ブ
ロ
ッ
ク

委
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
３
０
年
度
ブ
ロ
ッ
ク

委
員
を
推
薦
い
た
だ
き
ま
す
。
２
月
１
０
日

（
土
）
の
次
回
役
員
会
ま
で
に
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

の
事
情
と
や
り
方
で
候
補
者
を
選
出
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
委

員
一
覧
は
、
高
台
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
役
員

用
」
に
あ
り
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
委
員
の
役
割
は
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
（
外
部
へ
の
依
頼
）
や
設
備
投
資
（
機
械

化
）
な
ど
で
、
以
前
と
比
べ
て
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
で
き
る
範
囲
で
、
お
互
い

に
助
け
合
い
な
が
ら
担
当
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
の
職
責
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
同
じ
と
こ
ろ
に
あ

る
「
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
の
手
引
き
」
を
ご
覧
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
就
任
さ
れ
た
と
き
に
詳
細
に

説
明
い
た
し
ま
す
。

▼
〈
次
期
常
任
委
員
の
選
出
〉
次
期
常
任
委
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
自
薦
・
他
薦
を
問
い
ま

せ
ん
。
特
に
２
９
年
度
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
を
担
当

い
た
だ
い
た
方
は
、
積
極
的
な
立
候
補
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

４
月
の
総
会
の
あ
と
常
任
委
員
の
中
か
ら
、
四

役
（
会
長
・
副
会
長
・
会
計
・
庶
務
）
や
部↗

❖

年
賀
状
作
成
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
１
５
名
か
ら
依
頼
を

い
た
だ
き
、
年
賀
状
を
デ
ザ
イ
ン
・
印
刷
し
ま

し
た
。
イ
ン
ク
代
を
除
い
た
３
万
７
千
円
を
自

治
会
費
に
繰
り
入
れ
ま
し
た
。
今
後
も
立
春
大

吉
や
寒
中
お
見
舞
い
の
は
が
き
や
チ
ラ
シ
・
資

料
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

❖

「
長
四
中
の
給
食
設
備
工
事
説
明
会
」
が
２

月
２
日
（
金
）
午
後
７
時
か
ら
、
同
校
２
階
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
で
あ
り
ま
す
。
関
係
さ
れ

る
方
は
出
席
し
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
リ
ー
ダ
ー
（
美
化
衛
生
、
防
犯
防
災
、
福

祉
、
ス
ポ
レ
ク
、
広
報
等
）
を
互
選
に
よ
り
選

出
し
ま
す
。
担
当
い
た
だ
く
職
責
に
つ
い
て

も
、
同
じ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
部
会
の
構
成
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
〈
そ
の
他
〉
現
役
員
に
よ
り
「
今
年
度
事
業

実
績
の
ま
と
め
」「
来
年
度
事
業
計
画
」
な
ど

の
総
会
資
料
を
制
作
し
て
い
き
ま
す
。

現
部
会
リ
ー
ダ
ー
の
方
は
、
２
９
年
度
の
資
料

を
参
考
に
し
て
「
２
９
年
度
部
会
活
動
の
ま
と

め
」「
３
０
年
度
の
事
業
計
画
」
や
自
治
会
活

動
の
感
想
・
提
言
を
、
２
月
度
役
員
会
ま
で
に

作
成
し
、
提
出
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
外
部
団
体

役
員
や
ブ
ロ
ッ
ク
委

員
の
方
も
、
活
動
を

通
じ
て
の
感
想
や
提

言
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
願
い
し
ま
す
。

３
月
１
０
日
（
土
）
の
役
員
会
で
、
こ
れ
ら

を
ま
と
め
た
３
０
年
度
総
会
議
案
書
案
を

提
示
し
審
議
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
台
は
市
内
で
も
自
治
会
活
動
が
活
発
な
地
域

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
役
員
に

な
れ
ば
多
く
の
仕
事
が
あ
る
と
の
不
安
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
「
楽
し
み
は
最
大

に
、
負
担
は
最
小
に
」
を
心
が
け
、
全
体
に
”

ほ
ど
ほ
ど
”
で
楽
し
く
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
と

知
恵
と
情
熱
で
、
自
分
が
得
意
と
す
る
分
野

で
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
と
時
間
で
、
是
非
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

♦

「
転
ば
ぬ
先
の
か
ら
だ
作
り

教
室
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
高
台
健
康
体
操
教
室
の
依

頼
で
、
長
岡
京
市
の
理
学
療

法
士
や
作
業
療
法
士
の
方
が
、

担
当
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
。

足
腰
が
強
く
な
る
効
果
の
高

い
方
法
を
理
論
と
実
際
で
指

導
い
た
だ
け
ま
す
。

運
動
で
使
う
た
め
５
０
０c

c

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
２
本
を
持

っ
て
、
動
き
や
す
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
８
日
間

と
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
総
合
窓
口

ま
で
。

♦

１
月
２
７
日
（
土
）
１
０
時
か
ら
３
号
公
園

と
さ
く
ら
会
館
で
「
冬
の
と
れ
と
れ
市
」（
雨

天
決
行
）
を
行
い
ま
す
。
日
本
海
の
海
産
物
や

長
岡
銘
菓
な
ど
を
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。
今

回
は
天
候
不
順
で
不
作
と
な
っ
た
野
菜
の
販
売

は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
細
は
別
に
お
配
り
す
る
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
買
い
上
げ
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
に
は
、
紅
ズ
ワ
イ

な
ど
が
「
そ
こ
そ
こ
」
当

た
る
空
く
じ
な
し
の
抽
選

に
参
加
で
き
ま
す
。
景
品

で
は
貴
重
な
野
菜
も
用
意

し
て
い
ま
す
。

古
本
市
も
同
時
開
催
し
ま
す
。
不
要
に
な
っ
た

本
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
ま
た
気
に
入
っ
た
本

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
委
員
主
催
に
よ
る
講
演
会
が
、

１
月
２
７
日
（
土
）
午
後
１
時
３
０
分
か

ら
あ
り
ま
す
。
前
回
好
評
で
あ
っ
た
骨
董

教
室
の
続
き
で
テ
ー
マ
は
「
骨
董
に
親
し

む
」
で
す
。
な
ぜ
骨
董
を
集
め
る
の
か
、
骨

董
品
を
生
活
の
中
に
活
か
す
に
は
、
収
集
し
た

骨
董
品
を
整
理
す
る
方
法
は
な
ど
を
、
実
際
の

骨
董
な
ど
使
っ
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
講

師
は
元
向
日
市
文
化
資
料
館
館
長
で
お
と
く

に
・
街
お
こ
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
の
山
本
栄

二
さ
ん
で
す
。
上
品
な
茶
菓
子
が
付
き
ま
す
。

骨
董
は
何
百
年
も
伝
世
し
て
き
た
美
術
品
で
す
。

長
く
生
き
て
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
重
み
が
あ
り
ま

す
。
骨
董
の
世
界

は
、
幅
広
く
奥
深

く
、
一
度
足
を
踏

み
入
れ
た
人
は
、

そ
の
と
り
こ
に
な

り
ま
す
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
を
使
っ
て

分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
骨

董
を
集
め
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
、
大
阪

テ
レ
ビ
の
「
な
ん
で
も
鑑
定
団
」
を
見
る
の
が
好

き
な
方
な
ど
お
集
ま
り
下
さ
い
。

な
お
別
に
お
配
り
す
る
チ
ラ
シ
も
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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家持

昨年の総会資料作成の様子

上：説明会の様子
下：冬支度をした今を限

りの高台通りの南京櫨

場   所 さくら会館

日   時

１月３０日（火）～３月２０日

（火）の各火曜日全８回、いずれ

も１０時３０分から１時間夏のとれとれ市の抽選風景

第４４回「ふれあいサロン（映画

会）」は、１月２９日（月）１３時

３０分からで、伝説のバラエティ番

組「オレたちひょうきん族」です。

昭和５６年から８年間フジテレビ系

列で放映され、高い視聴率を記録し

ました。“タケちゃんマン”“ブラッ

クデビル”“アミダばばあ”“ナンデ

スカマン”などのキャラクターも生

みました。禁断であった内輪ネタや

パロディーなども積極的に取り入

れ、エンターテインメントに徹して

います。

出演者は、ビートたけし、明石家さ

んま、西川のりおなどで、今も第一

線で活躍するレギュラー陣が見せる

懐かしの名場面は必見です。

映画鑑賞の後、喫茶や酒類を楽しみ

ながら歓談します。
初めての方、話し好
きの方、ただただ人
と一緒にビールを飲
みたい方、仲間を作
りたい方、などなど、

参加自由、無料です。

骨董品 金襴手伊万里 8 寸
24cm 10 枚揃え 個人蔵

１
月
度
さ
く
ら
会
館
清
掃
を
、
１
５
Ｂ
と
１
６

Ｂ
で
行
い
１
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
次
回
は

２
月
１
０
日
（
土

役
員
会
の
日
）
１
０
時
か

ら
で
、
当
番
は
１
７
Ｂ
と
１
８
Ｂ
、
リ
ー
ダ
ー

は
高
瀬
さ
ん
で
す
。
１
２
月
度
さ
く
ら
会
館
の

部
屋
利
用
は
１
６
回
で
し
た

「パソコン無料相談
室」を、１月２９日
（月）９時から１２時
まで、さくら会館で行
います。ウィルスやマ
ルウェアの除去、ワー
ドやエクセルの使い
方など、各自のご要望
の内容で行
います。
出入り自
由、無料
です。


